
DS25BR204

DS25BR204  3.125 Gbps 1:4 LVDS Repeater with Transmit Pre-Emphasis and 

Receive Equalization

Literature Number: JAJSAR3



2008年 1月

1© National Semiconductor Corporation DS300077-03-JP

D
S

25B
R

204
 プ
リ
エ
ン
フ
ァ
シ
ス

/イ
コ
ラ
イ
ジ
ン
グ
内
蔵

 3.125G
bps 1:4 LV

D
S
リ
ピ
ー
タ

ご注意：この日本語データシートは参考資料として提供しており、内容が最新でない
場合があります。製品のご検討およびご採用に際しては、必ず最新の英文デー
タシートをご確認ください。
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送信プリエンファシス /受信イコライジング内蔵 3.125Gbps 1:4 LVDSリピータ

概要

DS25BR204は、高損失の FR-4プリント基板のバックプレーンや
平衡ケーブルによる高速での信号のルーティングおよびスイッチン
グに最適な 3.125Gbps の 1:4 LVDSリピータです。完全な差動
信号経路は非常に優れた信号品質と高いノイズ耐性を発揮しま
す。

デバイスには 2つの独立した LVDS入力チャネルがあり、選択ラ
インによってどちらの入力をアクティブにするかを決定します。いず
れの入力も、プログラム可能なイコライジング機能を備えているた
め、最大の信号強度が得られます。信号喪失回路 (LOS)が両
方の入力チャネルを監視し、信号が検出されないと、このデバイ
ス独自の LOSピンにその状態が出力されます。

入力コモンモードの範囲が広いため、スイッチとしてLVDS、CML、
LVPECLレベルの信号を受信できます。出力レベルは LVDS規
格に準拠しています。パッケージが非常に小型のため基板上の
実装面積が非常に小さく、ピン配列はフロースルー設計で、基板
のレイアウトが容易です。差動入力ピンと差動出力ピンはそれぞ
れ内部で 100Ωの抵抗により終端してあるため、デバイスのリター
ン・ロスが小さく、部品数が少なく、基板の所要面積がさらに小
さくなります。

特長

■ DC～ 3.125Gbpsまで、低ジッタ、低スキュー、低消費電力

■ データに依存するジッタを取り除く送信プリエンファシスおよび
受信イコライジングの動作をピンで選択可能

■ 入力コモンモードの範囲が広いため、LVDS、CML、および
LVPECLドライバとの DC結合が可能

■ 冗長入力

■ 100Ω入出力終端内蔵

■ LVDS I/Oピンの ESD耐圧は 8kVで、隣接する部品を保護

■ 占有面積 6mm×6mmの LLP-40省スペース・パッケージ

アプリケーション
■ クロックとデータの分配

■ クロックとデータのバッファリングおよびマルチプレクシング

■ OC-48/STM-16

■ SD/HD/3GHD SDIルータ

代表的なアプリケーション
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注文用コード

ブロック図

ピン配置図

DS25BR204 Pin Diagram
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ピン説明

ピン名称 ピン番号 I/O、タイプ 機能

IN1＋、IN1－、
IN2＋、IN2－

4, 5,
6, 7,

I、LVDS 反転および非反転高速 LVDS入力ピン

OUT0＋、OUT0－、
OUT1＋、OUT1－、
OUT2＋、OUT2－、
OUT3＋、OUT3－

29, 28,
27, 26,
24, 23,
22, 21

O、LVDS 反転および非反転高速 LVDS出力ピン

EQ1、EQ2 39,11 I、LVCMOS 受信イコライジング量の選択ピン

PE0、PE1、
PE2、PE3

31, 20,
19, 18

I、LVCMOS 送信プリエンファシス量の選択ピン

SEL_in 14 I、LVCMOS 入力選択ピン

LOS2
LOS1

36, 
37

O、LVCMOS 入力 INnが開放される異常が発生すると、その状態が信号喪失出
力ピンLOSnに示されます。オープン・ドレイン出力です。外部にプ
ルアップ抵抗が必要です。

PWDN0、
PWDN1、
PWDN2、
PWDN3

35, 
34,
33,
32

I、LVCMOS チャネル出力をパワーダウン・モードに切り替えます。PWDNnをLに
すると、チャネル出力 OUTnがパワーダウン・モードになります。

NC 1, 2,
9, 10,
12, 13,
17, 40

NC 未接続ピン。開放としてください。

PWDN 38 I、LVCMOS デバイスをパワーダウン・モードに切り替えます。PWDNを Lにする
と、デバイスがパワーダウン・モードになります。

VDD 3, 8, 15, 25,
30

電源 電源ピン

GND 16、DAP 電源 グラウンド・ピンとパッド (DAP: ダイ・アタッチ・パッド )
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絶対最大定格 (Note 4)

本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。
関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照ください。

Note 1: 人体モデル、適用規格 JESD22-A114C
Note 2: マシン・モデル、適用規格 JESD22-A115-A 
Note 3: 電場誘起帯電試験モデル、適用規格 JESD22-C101-C 

推奨動作条件

電気的特性 
特記のない限り、推奨動作条件の電源電圧および温度範囲に適用 (Note 6、7、10)。

電源電圧 － 0.3V～＋ 4V

LVCMOS入力電圧 － 0.3V～ (VCC＋ 0.3V)

LVCMOS出力電圧 － 0.3V～ (VCC＋ 0.3V)

LVDS入力電圧 － 0.3V～＋ 4V

LVDS差動入力電圧 0.0V～＋ 1V

LVDS出力電圧 － 0.3V～ (VCC＋ 0.3V)

LVDS差動出力電圧 0.0V～＋ 1V

LVDS出力短絡電流継続許容時間 5ms

最大接合部温度 ＋ 150℃

保存温度範囲 － 65℃～＋ 150℃

リード許容温度 

ハンダ付け (4秒 ) ＋ 260℃

最大パッケージ許容損失 (＋ 25℃時 )

SQAパッケージ 4.65W

ディレーティング SQAパッケージ 37.2mW/℃
 (＋ 25℃を超える場合 )

パッケージ熱抵抗

θJA ＋ 26.9℃ /W

θJC ＋ 3.8℃ /W

ESD耐圧

人体モデル (Note 1) ≧ 8kV

マシン・モデル (Note 2) ≧ 250V

CDM (Note 3) ≧ 1250V

最小値 代表値 最大値 単位

電源電圧 (VCC) 3.0 3.3 3.6 V

レシーバ差動入力電圧 (VID) 0 1 V

動作温度範囲 (TA) － 40 ＋ 25 ＋ 85 ℃
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電気的特性 (つづき)

特記のない限り、推奨動作条件の電源電圧および温度範囲に適用 (Note 6、7、10)。

Note 4: 絶対最大定格は、ICに破壊が発生したり、使用不能になったり、信頼性や性能が低下する可能性のあるリミット値を示します。これは、絶対最大定格
において、または推奨動作条件に示されている動作条件を越える条件でこのデバイスが有効に機能することや品質が劣化しないことは意味していませ
ん。推奨動作条件とは、このデバイスが有効に機能する条件を示しており、これらを超えた条件ではこのデバイスを使用しないように注意してください。

Note 5: 電気的特性の表は、推奨動作条件で使用した場合に保証される特性を示しています。ただし、電気的特性や注記で特に変更しまたは指定してある場
合はその限りではありません。代表値は推定値であり、この値を保証しているものではありません。

Note 6: デバイスのピンに流れ込む電流を正と定義しています。デバイスのピンから流れ出す電流を負と定義しています。VOD、ΔVOD以外の電圧はすべてグラ
ウンドを基準としています。

Note 7: 代表値は、VCC＝＋ 3.3V、TA＝＋ 25℃で、製品の特性を評価した時点における推奨動作条件下での最も可能性のあるパラメータの基準値を表して
おり、保証値ではありません。

Note 8: 出力短絡電流 (IOS)は大きさのみを表し、マイナス符号は電流の流れる方向のみを表しています。
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AC電気的特性 
特記のない限り、推奨動作条件の電源電圧および温度範囲に適用 (Note 9、10)。
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AC電気的特性 (つづき)

特記のない限り、推奨動作条件の電源電圧および温度範囲に適用 (Note 9、10)。

Note 9: 電気的特性の表は、推奨動作条件で使用した場合に保証される特性を示しています。ただし、電気的特性や注記で特に変更しまたは指定してある場
合はその限りではありません。代表値は推定値であり、この値を保証しているものではありません。

Note 10: 代表値は、VCC＝＋ 3.3V、TA＝＋ 25℃で、製品の特性を評価した時点における推奨動作条件下での最も可能性のあるパラメータの基準値を表して
おり、保証値ではありません。

Note 11: 仕様値は特性の評価により保証されている値で、量産時における試験は行っていません。

Note 12: tSKD1、|tPLHD－ tPHLD|、パルス・スキューは、同チャネルの立ち上がりエッジと立ち下がりエッジとの間の伝搬遅延時間の差の大きさを表しています。

Note 13: チャネル間スキュー tSKD2は、ブロードキャスト・モードの全出力チャネルの間 (いずれか 1つの入力から全出力へ )の伝搬遅延時間の差を表しています
(tPLHDまたは tPHLD)。

Note 14: デバイス間スキュー tSKD3は、規定されている差動伝搬遅延時間の最小値と最大値の差として定義されています。本仕様は、各デバイスに同じ電源電
圧が供給されていて、動作温度範囲内で温度差が 5℃以内の場合に適用されます。

Note 15: ヒストグラムを使用してクロック信号のエッジで、1,500回分のヒストグラムの累積で測定。入力信号源に起因するジッタは幾何学的に減算されます。

Note 16: 1100000101 (K28.5＋キャラクタ )と0011111010 (K28.5－キャラクタ )のパターンの組み合わせで試験。入力信号源に起因するジッタは算術的に減算さ
れます。

Note 17: ヒストグラムを使用してアイパターンで、3,500回分のヒストグラムの累積で測定。入力信号源に起因するジッタは減算されます。
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DCテスト回路

FIGURE 1.   Differential Driver DC Test Circuit

ACテスト回路およびタイミング図

FIGURE 2.   Differential Driver AC Test Circuit

FIGURE 3.   Propagation Delay Timing Diagram

FIGURE 4.   LVDS Output Transition Times
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プリエンファシス機能およびイコライジング機能の試験回路

FIGURE 5.   Jitter Performance Test Circuit

FIGURE 6.   Pre-emphasis Performance Test Circuit

FIGURE 7.   Equalization Performance Test Circuit
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プリエンファシス機能およびイコライジング機能の試験回路 (つづき)

FIGURE 8.   Pre-emphasis and Equalization Performance Test Circuit

FIGURE 9.   Test Channel Block Diagram

試験チャネルの損失特性
試験チャネルは、ポリクラッド PCL-FR-370ラミネート /PCL-FRP-
370プリプレグ材料 (誘電率 3.7、誘電正接 0.02)を使用して製
造しました。エッジ結合型の差動ストリップラインの形状は次の通

りです。トレース幅 (W)＝ 5ミル、ギャップ (S)＝ 5ミル、高さ (B)
＝ 16ミル。
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機能説明
DS25BR204は、高損失の FR-4プリント基板のバックプレーンや
平衡ケーブルによる高速での信号のルーティングおよびスイッチン
グに最適な 3.125Gbpsの 1:4 LVDSリピータです。

DS25BR204の SEL_inピンは、デバイスに 2つ備えられた LVDS
入力のいずれか 1つを選択します。次の表は入力を選択するた
めの真理値表です。

入力選択真理値表

DS25BR204 には各出力に対応するプリエンファシス制御ピンが
あります。このピンは送信プリエンファシスのオン /オフを切り替え
ます。また、各入力に対してはイコライジング制御ピンがあり、受

信イコライジングのオン /オフを設定します。次の表は送信プリエ
ンファシスおよび受信イコライジングを設定するための真理値表で
す。

送信プリエンファシス真理値表

出力 OUTnに対する送信プリエンファシス量の選択

受信イコライジング真理値表

入力 INnに対する受信イコライジング量の選択
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入力インタフェース
DS25BR204は差動入力信号を使用でき、AC結合またはDC結
合が簡単です。DS25BR204 は入力コモンモードが広範囲であ
り、あらゆる一般的な差動ドライバ (LVPECL、LVDS、CML)と

DC結合できます。次の 3つの図は一般的な差動ドライバとのDC
結合の代表例を示しています。DS25BR204の入力は、100Ωの
抵抗により内部で終端されていることに注意してください。

Typical LVDS Driver DC-Coupled Interface to an DS25BR204 Input

Typical CML Driver DC-Coupled Interface to an DS25BR204 Input

Typical LVPECL Driver DC-Coupled Interface to an DS25BR204 Input
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出力インタフェース
DS25BR204は LVDS 規格に準拠した信号を出力します。この
出力は一般的なほとんどの差動レシーバに DC結合できます。次
の図は、一般的な差動レシーバとの DC 結合の代表例を示して
います。ここではレシーバの入力インピーダンスが大きいと想定し

ています。ほとんどの差動ドライバのコモンモード入力の範囲は
LVDS 規格に準拠した入力信号に対応できるようになっています
が、推奨のインタフェースを導入する前に、個々のレシーバのデー
タシートをチェックするようにしてください。

Typical DS25BR204 Output DC-Coupled Interface to an LVDS, CML or LVPECL Receiver
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代表的性能

Total Jitter as a Function of Data Rate

Residual Jitter as a Function of Data Rate, FR4 Stripline 
Length and EQ Level

Residual Jitter as a Function of Data Rate, FR4 Stripline 
Length and PE Level

Supply Current as a Function of Data Rate and PE Level
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外形寸法図 単位はmillimeters

Order Number DS25BR204TSQ 
 NS Package Number SQA40A

 (See AN-1187 for PCB Design and Assembly Recommendations)
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生命維持装置への使用について
ナショナル セミコンダクター社の製品は、ナショナル セミコンダクター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL
COUNSEL)の事前の書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用することは
認められていません。
ここで、生命維持装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持あるいは
支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与
えると予想されるものをいいます。重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべての部品をいい、これの不
具合が生命維持用の装置またはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが予想されるものをいい
ます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

ナショナル セミコンダクター ジャパン株式会社
本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。 www.national.com/jpn/

このドキュメントの内容はナショナル セミコンダクター社製品の関連情報として提供されます。ナショナル セミコンダクター社
は、この発行物の内容の正確性または完全性について、いかなる表明または保証もいたしません。また、仕様と製品説明を予告な
く変更する権利を有します。このドキュメントはいかなる知的財産権に対するライセンスも、明示的、黙示的、禁反言による惹起、
またはその他を問わず、付与するものではありません。
試験や品質管理は、ナショナル セミコンダクター社が自社の製品保証を維持するために必要と考える範囲に用いられます。政府が
課す要件によって指定される場合を除き、各製品のすべてのパラメータの試験を必ずしも実施するわけではありません。ナショナ
ル セミコンダクター社は製品適用の援助や購入者の製品設計に対する義務は負いかねます。ナショナル セミコンダクター社の部品
を使用した製品および製品適用の責任は購入者にあります。ナショナル セミコンダクター社の製品を用いたいかなる製品の使用ま
たは供給に先立ち、購入者は、適切な設計、試験、および動作上の安全手段を講じなければなりません。
それら製品の販売に関するナショナル セミコンダクター社との取引条件で規定される場合を除き、ナショナル セミコンダクター社
は一切の義務を負わないものとし、また、ナショナル セミコンダクター社の製品の販売か使用、またはその両方に関連する特定目
的への適合性、商品の機能性、ないしは特許、著作権、または他の知的財産権の侵害に関連した義務または保証を含むいかなる表
明または黙示的保証も行いません。

National Semiconductorとナショナル セミコンダクターのロゴはナショナル セミコンダクター コーポレーションの登録商標です。その他のブランド
や製品名は各権利所有者の商標または登録商標です。
Copyright © 2010 National Semiconductor Corporation
製品の最新情報については www.national.com をご覧ください。
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